
院長

真崎 雅和

耳
が
詰
ま
っ
た
！

聯

菱

襲

彗

覚
、
平
衡
感
覚
の
神
経
が
あ
る
場
所
）
の
い
ず

れ
に
原
因
が
あ
っ
て
も
起
こ
り
ま
ｔ

外
耳
の
場
合
は
、
耳
あ
か
、
綿
棒
の
先
な
ど

の
異
物
、
プ
ー
ル
や
風
呂
で
入
っ
た
水
、
外
耳
の

炎
症
に
よ
る
腫
れ
や
耳
だ
れ
の
鼓
膜
へ
の
付
着

な
ど
が
原
因
と
な
り
ま
す
ゴ
」
の
場
合
は
、
耳

あ
か
や
異
物
の
除
去
、
外
耳
炎
の
治
療
で
症
状

は
改
善
し
ま
ｔ

中
耳
の
場
合
は
、
風
邪
な
ど
鼻
ρ
談
籠
に

伴
っ
て
鼻
の
奥
と
耳
を
つ
な
ぐ
管
（耳
管
）
が

腫
れ
、
中
耳
の
空
気
圧
を
珊
燿
サ
銘
韓

敬
き

が
う
ま
く
で
き
な
い
状
態
（耳
管
狭
窄
症
）、
加

齢
や
体
重
減
少
で
耳
管
の
周
囲
の
組
織
が
痩

せ
て
耳
管
が
開
き
過
ぎ
た
状
態
（

し
耳
籠
鋼
散

症
）
、
中
耳
に
水
が
た
ま
っ
た
状
態
（
滲
出
性

中
耳
炎
）
な
ど
で
耳
閉
感
が
出
現
し
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
耳
管
の
働
き
を
悪
く
し
て
い
る
原

因
に
対
す
る
治
療
を
行
い
ま
ｔ

内
耳
の
場
合
は
、
耳
閉
感
の
他
に
難
聴
、
立日

が
割
れ
て
聞
こ
え
る
、食
器
の
音
や
金
属
音
が

響
い
て
耳
障
り
に
感
じ
る
、
耳
鳴
り
や
め
ま
い

を
伴
う
フ」と
も
あ
り
難
鍼
鯨
因
疾
患
と
し
て

は
、急
性
低
音
障
害
型
感
音
難
聴
、
メ
一三
―
ル

病
、突
発
性
難
聴
な
ど
が
あ
り
ま
ｔ

耳
閉
感
に
は
難
聴
を
伴
う
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
特
に
内
耳
に
原
因
が
あ
る
耳
閉
感
で
は

注
意
が
必
要
で
す
）外
耳
や
中
耳
に
比
べ
て
、
難

聴
が
治
り
に
く
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
突

発
性
難
聴
は
、
突
然
発
症
す
る
難
聴
で
、
聴
力

低
下
が
会
話
音
域
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
発
症

時
に
難
聴
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
三

方
、急
性
低
音
障
害
型
感
音
難
聴
で
は
、
病
名

が
示
す
通
り
、
会
話
音
域
よ
り
も
低
い
周
波
数

で
聴
力
の
低
下
が
起
こ
る
た
め
、難
聴
に
気
付

か
ず

耳
閉
感
を
先
に
自
覚
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
「
メ
一三
―
ル
病
で
も
同
じ
よ
う
な
低
音
部

の
難
聴
が
生
じ
ま
す
が
、
さ
ら

あ
り
、
そ
の
原
因
に
対

す
る
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ利目ください。

こ稲菫の方はメルアドを受付へ !!

梶舞真Ш奇耳鼻]□喉耐医院
FAX.018-847-1321
秋田市土崎港中央6-8-3

診療時間 月 火 水 木 金 土 日,額

午前
8:30～ 12∞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

・診
午後

3:《X)´-6:30 ○ ○ ○
休
診 ○ 込

知”TEL.018-845-0234


